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別紙
委員長　　　開会宣言、あいさつ
議長　　　　あいさつ

町長　　　　あいさつ

委員長　　　これより議事に入ります。まず、本委員会に付託されました議案第49号平成19年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。議案第49号について、執行部の説明を求めます。
　議案第49号

下水道課長　議案第49号について説明。

委員長　　　説明は終わりました。これより議案第49号に対する質疑等を行います。

　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　公共下水道事業の基金利子で、補正前の額と補正後の額はどうか。
下水道課長　基金利子の補正については、主な理由として当初見込み額よりも、利子が多かったことです。補正前の額は479万8,000円で、160万3,000円を補正したので、補正後では640万1,000円になりました。
浅井委員　　基金の総額はどうか。

下水道課長　基金総額は、平成18年度末の残高で、12億4,625万1,723円です。
委員長　　　ほかにございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。

続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので採決を行います。議案第49号平成19年度長久手町公共
下水道事業特別会計補正予算（第１号）について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。
　　　　　（挙手全員）

　　　　　　挙手全員であります。よって議案第49号は原案のとおり可決することに決しました。

議案第50号
委員長　　　次に、議案第50号平成19年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。議案第50号について、執行部の説明を求めます。

下水道課長　議案第50号について説明。

委員長　　　説明は終わりました。これより議案第50号に対する質疑等を行います。質

　　　　　疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　職員人件費で、なぜ給与に差がでたのか、職員手当が、給料よりも多いの

はなぜか。
下水道課長　給料は、当初予算を組むときには、職員配置等は想定をして予算をたてて
いるのが、実際には、平成19年度で職員等の給料に差が出てきたので、今回、
手当と給料を補正しました。
副町長　　　先日、総務常任委員会でお願いをしました、人事院勧告の関係があります

ので、こういった差が出てくるということで補正をしました。

浅井委員　　給料は特定の職員が入れ替わったために差額が出た。職員手当等につ

いては全体の見直しによって上がったということで総額が増えたことでいい

か。
副町長　　　給与も手当もそうだが、人事院勧告の関連もあります。それと先ほど、下水道課長がいったように、当初予算の段階での人件費は、以前の職員での給与を見込んで手当も計算していますので、人事異動があった場合に、下水道課だけではなく、そういったことを補正しています。
浅井委員　　職員手当の内容というのは主にどういったものか。
副町長　　　今回、扶養手当が500円上がるという部分、上がる人と上がらない人がある。手当というとそれぐらいです。
委員長　　　ほかにございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。　　

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので採決を行います。議案第50号平成19年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計補正予算（第１号）について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

（挙手全員）

挙手全員であります。よって議案第50号は原案のとおり可決することに決
　　　　　しました。
以上にて、建設常任委員会に付託されました議案は終了いたします。
請願第7号

委員長　　　次に、請願第7号割賦販売法の抜本的改正を求める請願書を議題といたします。請願第7号について、紹介議員の説明を求めます。

じんの議員　　請願第7号について説明。

委員長　　　紹介議員の説明は終わりました。これより請願第7号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

ないようですので、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。ないようですので、採決いたします。請願第7号割賦販売法の抜本的改正を求める請願書について原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手を求めます。

（挙手全員）

挙手全員であります。よって請願第7号は原案のとおり採択することに決　　　

　　　　　しました。

（意見書（案）配布）
議会事務局長　意見書（案）を配布しました。請願第7号が採択されたので、これが、本会議において採択された場合に、それに基づく意見書を審査するのですが、そのおりには、委員会付託省略ということで、この意見書（案）を採決のほうに入らさせていただきます。事前に委員のみなさまに目を通してもらい、これを審査のかわりとします。内容については今の請願と同一趣旨です。

委員長　　　以上でございます。

　　　次に、閉会中の継続審査についてお諮りいたします。委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　（異議なしの声あり）
　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。なお、委員長報告の作成については、正副委員長にご一任いただけますか。
（異義なしの声あり）

委員長　　　なお、最近の建設部関係で、この委員会でぜひ聞いてもらいたい、あるいは報告するようなことがあれば、説明していただきたいと思います。

建設部長　　建設部関係でいくつか報告します。観光の推進の観点から、商工会でマスコットキャラクターの愛称決定をしました。観光交流会議とも連携して、例えば、長久手と書いてあるのを交通安全とかいろいろ直したりとかしていろいろなキャンペーンで使おうということです。11月27日に新聞に発表されているので、今後は、ぬいぐるみ、着ぐるみとかを含めてやっていきます。命名者は名古屋市の北野一穂さんです。表彰式を長久手町役場で12月25日に行います。

　　　　　　そのほか、下水道課長から、簡単に下水道の状況を説明します。

下水道課長　公共下水道事業としましては、現在、計画面積が748haあります。そのうち、平成18年度末の整備率については74％です。既存の区域については継続して事業を実施していきます。また今後は、三ケ峯地区と長久手中央地区等の計画も追加して実施していく予定です。次に、農業集落排水事業ですが、北浦、小深地区について、熊張地区の追加区域として農業集落排水事業を実施することとします。

建設部長　　下山地区のまちづくりについて報告します。下山地区まちづくり協議会を進めていて、11月18日（日）ですが土地区画整理事業の部分について発起人会も同時に行いました。区画整理の部分は約5ｈａあります。小さいですが、名古屋市に囲まれた重要な地域ですので、良好な住環境をつくるべく、5ｈa以外の地区計画のエリアも含めて全体的に進めていきます。

委員長　　　何かお聞きすることはありますか。執行部の方それではありがとうございました。

　　　　　以上で建設常任委員会を閉会いたします。

　　　　　午前１０時２５分散会

　　　　　　上記、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

　　　　　　平成１９年１２月１７日

　　　　　　建設常任委員会委員長　　前田幸明
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